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■

老
農」

形
成
の
基

盤

て
の
若
干
の
考
察

は

I
ぎ

明
治
維
新
以
後
、
明
治
絶
対
主
義
官
僚
の
手
に
よ
り
、
農
政
の
担
当
者
と
し 

て
起
用
さ
れ
る
に
至
，っ
た

「

豸
農」

は
1

な
農
業
掛
術
の
体
得
者1
日
及
者 

で
あ
り
、.「

勤
.
儉
>
譲」

ー.1鏡
の
精
神
の
持
生
と
し
て
、
粗
衣
粗
食
の
生
活
に 

甘
ん
じ
、.
濃
村
更
生
の.
た
あ
に
活
蹯
し
た
人
々
で
あ
っ
た
。
そ
の
姿
は
、
ゎ

.
が. 

国

農

薩

上

譲

さ

る

べ

き

も

の
.
で
あ
り
、
ま
た
老
農
が
懷
い
た
思
想
：は
.、
思 

.
想
史
上
注
意
.さ
る
べ
き
も
の
を
も
っ
.
て.
い
る
。g
t

BU
双
の
わ
が
国
農
業
を
語 

る
時
、
彼
等
は
重
要
な
る
役
割
を
演
じ
た

「

農
談
き
の
主
要
メ
シ
：，ハ
V
で
あ
， 

っ
た
が
、，
彼
等
の
活
蹯
は
明
治
ニ
十
五
•
六
年
頃
を
頂
点
と
し
て、.
三
〇
年
双 

降
は
獨
落
に
入
っ
て
行
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
以
降
に
お
い
て
も
、.
農
村 

i
n

.農
村
更
生
が
叫
ば
れ
る
時
期
が
到
来
す
る
と
、
あ
ず
そ
の
罾
胄
と

^
㈣ 

と
が
注
目
せ
ら
れ
、
：：起
用
さ
れ
た'0,

■:
■,

..
本
諭
は
幕
末
に
お.い
て
漸
々
に
形
成.さ
れ
'つ
：つ
あ
っ
た「

老
農」

..
の
技
術
と 

精
神
と
の
地
盤
に
注
_

し
、
そ
の
背
後
を
探
り
、
そ
の
も
つ
本
質
に

.
た
い
じ
若
，

:'

: .

鳥

，
：:::
.

崎

；
''

降

、

.

夫

;

干
の
考
察
を
加
え'た
も
の
で
あ
る。

：
'
'

*
:

.

.
.
1
.

.

.

.

.

•

 •

 

;

 

•

「

老
農」

と
はr

封
建
制
崩
壊
期
の
窮
乏
農
村
に
、
荒
蕪
開
墾

.
植
林
治
水•

'

耕
耘
培
養.
紛
議
鎮
静
，
救i

与
•
勤
儉
奨
励
等
々
の
方
法
を
以
て、
1
 

農
村
の
復
旧
更
生
運
動
を
搰
導
し
.
た
%s
の」

を
い
い
、
あ
る
い
は

「
…

；
.荒
地
を 

開
墾
し
て
新
田
を
拓
い
た
人
、
'新
し
い
養
-#
法
を
研
究
し
た
人
、
植
鉢
に
力
め 

.

I
風
鉢
又.
は
用
材
林
をf t
1
立
て
X.
後
人
を
益
し
た
人
等
、
.総
て
農
蚕
林
の
原
始 

.

産
業.
に
功
労
の
多
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
即
ち
此
種
の
人
々
は
従
来
篤
農
家

.

.

精
農
，

V

力
農
等
ど
呼
ば
れ
て
き
た
が
、
老
農
と
は
そ
の
中
の
最
も
勝
れ
た
人
々

' 

,

に
対
す
る..
ー
瘇.
の
思
慕
的
敬
都
で
あ
注&
'.

と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
老
農
に 

は

「
或
種.
の
精
柿
的
要
素
が
含
ま̂

5 5
お
’り
、

一
種
の「

老
農
的
風
格」

す 

V

な
わ
ち..I,
自
然
と
平
和
を
愛
し
、
一
神
仏
を
敬
し
、

.
因

果

囊

を

信

じ

、
大
地
の 

上
に
原
始
的
生
産
業
を
営
む
こ
と
を
«
て
無
上
の
天
職
と
信
じ
、
以
て
農
耕
者

C

注
四)

.

の
楽
土
：の
：自
主
的
建
設
島
進
す
る
こ
と
を
厭
は
な
い
体
の

.
精
神」

の
体
現
者

で
あ
る
こ
と
が
と
く
に
強
調
さ
れ
て.
い
る
。
事
業
と
共
に
生
き
る

「

卷
農
的
精 

神」

の
嘉
が
重
視
さ
れ
る
。
.
老
農
は
わ
が
国
農
村
に
あ
っ
て
、
粗
衣
粗
食
に 

甘
ん
じ
、
終
生
蓑
笠
草
鞋
ば
き
の
野
人
姿
で
刻
苦
勤
労

.
に
身
を
終
り
、•
わ

が

国. 

農
村
を
最
も
よ
く
表
徴
し
て
.
い
る
が
如

き

存

在

で

特

定

，の
農
業
技
術
を 

体
得
し
、
激
し
い
実
践
的
活
動
を
通
じ
て
行
胁
を
残
し
、
そ
の
特
殊
な
精

®.
 

造
に
さ
さ
え
ら
れ
て.い
た
人
々
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
わ
が
国
の

「

農
本
主
義」 .
. 

MM r

小
農
主
義」

の
思
想
を
農
，‘林•

漁
等
の
原
始
産
業
に.お.
い
.て
、
実
践
的 

.
に
精
励
し
、
改
良
に
尽
力
し
た
一
.
群
の
人
：々■の
中
よ
り
、
と

く

に「

老

農

」

と
 

呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い‘仕
事
を
残
し
た
人
.々
で
あ
っ.
た
。

T

農
本
主
義」

思
想
の
特
質
を
い
か
に
把
握
す
る
か
は
す
で
に
多
く
の
人
々
に

- 

よ
り
論
究
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
放
、
'.
す
く
な
く
と
も
、
こ
こ
で
街
題
こ
. 

し
よ
ぅ
と
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、単
な
る
農
民
愛
護
の
精
神
で
も
な
：け
れ
ば
、 

あ
る
い
は
農i

位
主
義
で
も
な
く
、
又
農
村
自
然
経
済
が
武
士
階
級
の
本
来 

的
な
経
済
的
基
礎
で
あっ
た.
と.
い
ぅ
事
実
の
举
.な
る
反
映
と
し
て
の
思
想
で
も 

な
い
。

一
般
に.「

農
本
主
義」

の
砠
^
は
、.
封
建
社
会
を.
そ
の
母
恰
と
し
、
そ 

れ
を
温
床
と
し.
て
形
成
さ
れ
発
展
す
る
知
の
で
あ
る
。

.「

農
は
国
の
本
弁
り」

と. 

い
ぅ
一
般
的
な
農
本
主
義
の
思
想
は
、
特
定
の
社
会
的

.
歴
史
的
諸
条
件
の
下..
: 

、に
お
い
て
、
い
ち
じ
る
し
く
そ
の
本
来
の
主
張
を
明
白
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、 

農
本
主
義
が
農
本
主
義
と
し
て
自
己
を
強
く
主
張
す
る
。
そ
の
社
会
的

‘ 
0
0.
 

的
諶
条
件
の
下
と
い
ぅ
場
合
、
封
建
社
会
の
胎
内
に
、
®

w

本
力
至
高
利
貸 

資
本
が
発
展
し
、
さ
ら
に
端
初
的
資
本
制
商
品
生
産
の
展
開
が
あ
る
程
度

.
み
ら
：. 

れ
、
こ
れ
ら
が1

封
建
社
会
の
基
本
！
！
造
の
内
部
に
員
㈣
し
、
そ
の
構
造
を
_

「

老
農」

形
成
の
基
盤
に
つ
い.
て
の
若
干
の
考
察'

.

.

動
揺
N
崩
提
せ
し
め
る
と
い
う
、
封
建
社
会
体
制
の
内
部
に
お
け
る
ブ
ル
ジ

3 

ア
的
要
素
の
発
展
と
の

&

連
が
忘
却
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
か
か
る
発
展
が
、 

封
建
構
造
:0.
基
盤
で.
あ
る
澤_.
嚼
建
農
業
の
基
礎
を
破
壊
し
、
封
建
支
酤
の
基 

礎
が
ゆ
ら
ぐ
こ.A
J
ct
:
り.
じ
，て.
、，

「

；民
の
業
ビ
本
末
と•い
ふ
こ
と
あ
り
。
農
を
本
業 

と
い
ひ
、
エ
商
賈
を
末
業
と
い
ふ

」

'あ
る
い
は「

本
を
重
ん
じ
末
を
押
る
と
云
. 

ふ
こ
と
、
是
舌
聖
人
の
法
也
。
本
と
.
は
農
也
。..
末
と
は
1̂
1|
^
!
。

」

と
い
う
主
張 

の
意
味
が
理
解
で.き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ'ち
、
こ
れ.
ら
の
主
張
は
、
封
建
的
. 

生
®

係
の
地
盤
に
立
脚
し
て
、
こ
れ
を
封
建
社
会
の
胎
内
に
お
け
る
ブ
ル
ジ 

:

.3
ァ
的
楽
展
よ
り
阻
止
し
、
.
封
建
的
生
産
関
係
：

=

零
細
封
建
農
業
の
保
持
強
化 

.
を
試
み
ん
，と
す
る
封
建
主
義
ィ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

.
外
^
ら
な
い
め
で
あ
るd.

も
ち 

ろ
ん
、
こ
の
よ
う.な
一
般
的
ト
把
握
が
：持
つ
芷
当
さ
を
芷
し
く
認
識
し
た
上
に
、 

さ
ら
に
封
建
社
会
胎
内
に
展
開1
て
く
：る
ブ
ル
ジ3
ア
的
要P

.

の
発
展
、

jg
lf.  

高
利
貸
資
本
の.
性
格
、
封
建
構
造
の
変
質
の
過
程
.
の
特
質
な
ど
を
、
具
体
的
に 

.把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
れ
ら
の
具
体
的
な
把
握
が
わ
が
国
農
本
主
義
の
性 

將
を
亚
し
く
認
識
す
る
上
に
き
わ
め
て
大
切
な
こ
と
弋
あ
り
、
老
農
が
農
本
主 

義
の
実
践
家
で
あ
り
体
得
者
で
あ
る
と
い
：う
場
合
、
老
農
の
挫
格
を
理
解
す
る 

上
に
も
右
の
こ
と
が
と
.
く
に
強
調
さ
れ
る
必
要
が
ある
で
あ.
ろ
う
。.
最
後
に
、

わ.
が
国
農
本
主
義
の
思
想
は
、
そ
の
成
立
の
基
盤
の
特
質
よ
り
し
て
、
封
建
的 

零
細
農
奴
経
済
をM

し
、
労
働
集
約
的
な
、
..：多
肥
農
業
に
そ
o '

特
質
を
も
つ■ 

「

小
農
主
義」

：
に
；つ
な
が
っ
てい
る
^

に注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
.
そ
こ
に 

は
現
実.
の
わ
が
国
農
業.
の
特
殊.
な
構
造
を
反
映.
し
て
、
い
ち
じ
るし
く
i

な 

農
業
技
術
を
、
：自
己
の
血
の出
る
体
験
と
の
結
び
つ
き
の
.上
に
主
張
さ
れ
てい

'

一
七.
，

(

四
六
；一

)



る
-:
0.
又
、

V

こ
の
小
農
主
義
に
は
、
わ
が
国寄
生
地
至
制
の
#

在
》
発

展

と

.
の
関
メ 

連
に
お
い
て
、
.
地
主
制
の
論
理
が
：つ
ら
ぬ
か
れ
'て
い
た
と
と
：も

忘

れ

で

.
は

な

ら

■
な
い
.で
あ
ろ 5
。.

::.'

- ::.-

':
' .^

 

-

へ
：':ぐ
.：：.，
.'
:

:

パ

:

か
か
る「

老
農
1-
が
：わ

が

屢

畫

上

重

視

さ

れ

、■そ
め
主
張
す
る
農
業
技
：

ハ
術
と
辕
神
と
が
と
く
に
起
用
さ
れ
る
忙
至
？
た
の

.
は
、：
明
治
維
新=

原
#
 

積
0
過
程
を
通
じ
て
強
行
さ
れ
た
地
租
改
：疋
及
び
そ
れ
识
疚
の
敗
し
い
農
对
危

', 

機
を
打
解
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
明
治
政
府
の
^

M

の
下
に
お
い
て.
で
あ
； 

っ
：た
。
明
治
前
期
に
お
け
.
が
わ
が
麗
業
の
発
達
を
み
る
時
に
、
：

.「

そ
：こ
に
ニ
つ./. 

Q
-K

な
る
菌
が
あ
る.
こ

と

が

指

摘

さ

れ•
る
。
そ
の
：
一
つは

®

麗

学

の 

.
移
入
、
寒

を

軸

と

し

、
マ
そ
の'馨
と
菘
當
と
の
採
用
に
ょ'っ
て
、
：
.
日
本
農
業
：

'
の

「

近
代
化i

の
方
向
を
打
ち
出
さ
ん;>
1
す
る
方
向
で
あ
り
、
他
は
日
本
固
有'. 

の
在
来
の
農
法
、
と
く
に
そ
の
.
中
で
進
歩
し
て
い
た
西
南
農
法

(

近
畿
を
も食

；： 

め
て
西
南
地
方
に
発
達
し
：た
進
歩
的
な
農
法

.
、'た
と
え
ば
正
条
榧、' 
選
種
法
、 

乾
田
化
、
馬•
平
耕
法
な
ど
の.
西
.日
本
に
発
逮
し
次
在
来
慣
行
農
法
の
優
点
を 

持
っ
た
も
の
で
、
そ
の
基̂
的
な
も
の
は
抱
持
立
帮
と
.結
合
し
た
馬
耕
法
で
ぁ 

.
崎
i

°8
>
を
普
及
せ
ん
と
す
る
方
向
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
派
の
争
い
は
深
刻
で
あ 

っ
た
が
、
結
局
、
莲
本
的
に
は
在
来
慣
行
農
法
で
あ
る
西
南
農
法
が
勝
利
を
占

..  

め
、
そ
れ
が
基
調
と
な>
て
、
西
洋
農
学
の
導
入
が
結
果
し
：て
行
っ
た
。

.
そ
れ. 

は
わ
が
国
農
業
の
現
実
が
し
か
ら
し
め
た
の
で
あ
っ
て
、
そ

.
こ
に
わ
が1

業 

の
^
^
が
み
ら
れ
る
。
.
老
農
の
重
視==

起
用
.は
こ
の
方
向
と
む
す
び
つ
い
て
考 

え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
側
面
は
、
老
農
の
：持
っ
て
い
た
精
神
の
採
用
で
あ 

る
。
i

農
村
の
更
生
策
と
し
て
、
平
和
的
手
段
に
訴
え
"
極
力
一
揆
徒
党
強

訴
打
毀
等
の
濃
民;0
反
抗
運
動
を
鎮
静
せ
し
.
め
、'勧
農
殖
産
の
方
向
を
主
張
し
、

:'.
-:
L
か
も
^ ,
働
集
:̂S

な
勤
労
主
義
に
貫
か
れ
、
へ
儉
約
を
旨
と
す
る
生
活
態
度
を 

..
持
せ
し
め
る
精
神
で
あ
つ
た
。
と
れ
：は
い
わ
ゆ
る

「

勤..
，
儉
> 
譲
|_
の
三
徳
を 

%
づ
て
、.

修
身
強
化
の
軸
と
し
た
老
醫
神
の
政
府
採
用
に
現
わ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
令
の.
技
術
と
精
神
を'%
:
つ
た
わ
が
国
の
老
農
は
、
、全
盛
期
を
明
治
ニ

.
五.

:

六
年
頃
ま
で
と
しV

、

ま
ず
三
0
年
以
降
は
凋
落
期
に
；入
る
の
で
あ
る
が
、
こ 

の
頃
よ
り
そ
れ
に
代
る
も
の
と
し
て
、
；技
術
の
面
に
お
い
て
は
農
事
試
験
場
機 

.
構
が
f

さ
れ
る
に
至
？
た
が
、
精
神
の
面
に
お
い
て
ば
、
近
代
的
思
想
め
未 

，成
熟
上
相
ま;*
3
て
、
長
X
農
村
危
機
の
発
現
と
共
に
繰
り
返
し
重
視
さ
れ
て
き
： 

.
て
い
る
。
.
そ
れ
が
ま
た
技
術
.の
側
面
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
旧
来
慣
行
の
農 

法
を
完
全
亿
解
消
レ
え
な̂

*
と
も
結
び
つ.
い
て
い
る
':
°
''

明
治
維
新
以
後
に
お.い
て
い
ち
じ
る
し
い
活
動
を
行
い
、
わ
が
国
農
業
由
上 

.
重
要
な
足
跡
冷
残
す
に
至
つ
た

「

豸
農」

は
、
す
で
に
«
ま
に
お
いて
、

そ

め

地
盤
が
ほ
ぽi

さ
れ
、
発
展
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
て
い
，た
の
で
あ
る
。•

.

.

.

:
 
:
 

' 

: 

-

'  -

-

:■
■..
'
 
. 

:

-
.'
:

•

;( .
注1

>
:'

桜
井
武
雄
著「

日
本
農
本
主
義」

四
丨
五
頁
。
：

■(

注
ニ)

欠
西
伍
一
著「

日
本
老
農s
'
三

頁
.0

.

(
注
三)

：
同

「

日
本
老
農
伝」

四
頁
？
.

X

注
四)
.
同

「

日
本
老
農
伝」

四
：頁
。
 

.

.
'
ハ
注
五)
桜
井
武
雄
著T

日
本
農
本
主
義」

，
六
頁
。.
.

'

(

注
六)

農
本
主
義
の
本
質
と
理
解
す
る
よ
に
、
畠
井
武
雄
氏
が
そ
の
著

「

日

本
農
本
主
義J
に
，お
い
て
指
摘
名
れ
た
主
張
は
、
今
日
に
、お
い
て
も
十
分
注

意
せ
ら
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
日
本
農
本
主
義
が
単
な
る
重
農 

，や
.農
民
愛
護
や
農
業
尊
重
や
支
配
者
に
よ
る
農
業
把
握
の
原
則
で
あ
る
と
の 

理
解
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
農
本
生
義
が
農
本
主
義
と
し
て
そ
の
主
.張
を 

と
く
に
明
白
に
し
た
歴
史
的
事
情
と
の
関
連
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

.

 

.

(

注
七)

太
宰
春
合「

経
済
録」

(

日
本
経
済
叢
書
第
六
卷
、；1
〇
七
頁)

(

注
八)

获
生
徂
徠「

政
談」

.C

日
本
経
済
叢
書
第
三
巻
、，
三
六
0
頁)

:

(

法
九)

小
倉
倉
一'
著

「

近
代
日
本
農
故
の
指
導
者
た
ち

」

ー
胃
。

(

注
一
〇)

亂

「

近
代
日
本
農
政
の
指
導
者
た
ちJ
«
一
 
頁
。

.
：

:

'

:

■

ゴ 

'
 

:

:
.

.

 

.

 

.

.

 

.

'

 •

 

. 
•

 :

 

•

 
•

 
.

 

•

* 

.

.

.

.

年
貢
を
主
と
し
、
そ
の
外
小
物
成
等
の
雑
税
が
あ
り
、
国
役
.•.高
掛
物
及
び

助
郷
役
等
の
課
役
よ
り
な
る
爾
建
的
貢
租
は
耕
作
‘農
民
に
と
っ
て
重
い
貞
担
で

あ
り
、
移
転
、
職
業
転
換
、

.

耕
作
物
、
衣
•

食
'

•

住
全
般
、

rf
c*地
処
分
等
に

対
す
る
封
建
的
諸
制
限
は
農
民
の
生
産
や
生
活
を
は
な
は
だ
し
く

㈣

胄
し
て
い

,

た
。
生
産
諸
条
件
は
必
ず
し
も
生
産
力
上
昇
の
た
め
'に
有
利
と
は
厭
わ
れ
ぬ
状
.

.
態
に
あ
り
な
が
ら
も
、—-.
般
的
に
み
て
、
徳̂
^
建
社
会
を
通
じ
、
農
業
生
産
.

力
は
綴
慢
で
は
あ
る
が
、
上
昇
し
た
と
考
え
ら

I

る
。

一
般
に
農
業
生
産
力
の.

発
展
が
停
滞
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
元
祿

•

莩
保
期
以
後
に
お
い
て
も
、
.

不
断
'

に
、
生
産
力
上
昇
へ
の
諸
要
素
が
形
成
さ
れ
、
地
域
的
に
み
て
か
な
り
の
差
異

.

.

が
そ
こ
に
み
ら
れ
た.

が

、

事

実

か

，
な

ヵ

め

上

昇

.

を
み
る
.

に
至
？
て.

い
る
。
そ
れ
，

.

は
封
建
的
諸
制
限
や
技
術
上
の
制
約
か
.

ら
、
飛
躍
的
な̂

を
取
り
、
革̂

g

な

進
歩
は
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
決
し
て
停
滞
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

「

老
農」

形
成
の
莲
盤
に
つ
い
て
の
蒞
干
の
考
察

.

徳
川
期
に
お
け
る
農
業
生
産
力
の
上
昇
は
、
基
本
的
に
は
、
封
建
領
主
経
済 

の
経
済
的
基
礎
、か
.
土
地
生
f

に
お
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
、
貢
租
の
確
保 

お
よ
び
増
徴
へ
の
刺
戟
が
因
と
なっ
て
、

| 1

、王
が
農
業
生
産
カ
上
昇
に
腐
心
し 

た
結
果
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。：

.
と
く
に
貢
租O'
中
心
が
米
で
あ
る
か
ら
、
米
穀 

増
産
の
た
め
の
水,©
開
発
、
稲
作
技
術
の
向
上
に
、
領
主
は
非
常
な
る
熱
意
を 

持
っ
て
、
努
力
し
て.い
る
。
さ
ら
に
員̂

生
^
力
の
上
昇
は
、
商
品
流
通
、
貨 

幣
経
済
の
発
達
、
農
村
べ
の
浸
透
と
関
連
し
て

.
進
行
し
た
。
商
品
流
通
、
貨
幣 

届
済
の
発
達
は
農
業
生
産
力
上
昇
の
結
果
で
あ
る
と
と
も
に
：、
同
時
に
、
そ
れ 

は
農
業
生
産
力
上
昇
べ
の
最
大
の
刺
戟
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
江

戸

•
大

阪. 

京
都
等.
の
大
^
*
帮

の

形

成

、
，お
よ
び
地
方
都
市
の
発
達
は
_

に
お
け
る 

■生
活
必
需
品
に
対
す
る
大
量
の
需
要
を
お
こ
し
、
市
場
の
形
成
は
各
地
方
に
商 

品
生
産.
へ.
の
刺
戟
と
な
り
、
そ
の
結
果f

近
郊
農
村
に
ばf

的
需
要
に
応 

ず
る
た
め
の®

的
蔬
菜
栽
培
をI

せ
し
め
、
特
殊
な
生
産
条
件
の
下
に
あ 

る
地
方
に
は
い
わ
ゆ
る
.「

名
産
地」

を
生
み
出
し
、
▲

国
的
に
適
地
適
作
が
行 

.
わ
れ
、.•
農
業
生
産
が
い
ち
じ
る
し
く̂

ti

を
滞
び
て
き
た
。
か
く
て
米
あ
る
. 

い
ば
五
穀
を
中
心
と
す
る
主
榖
農
業
か
ら
、
商
品
作
物
乃
至

M
i

的
農
業
の
発 

達
を
み
る
に
至
り
、
.
そ
れ
に
応
じ
て
叠
農
作
物
の
栽
培
技
術
の
上
に
非
常
.な 

■改
良
と
発
達
が
み
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
四

木
三

草

(

桑
.
茶
•
猪
•漆
と
紅 

，.
花
*
藍
> 
麻)

、
'H

芸
用
作
物.
：

(

棉

*
甘

摩

，#
^
等)

、.
新

作

物

：ス

甘

藷

.
馬 

M
 .

煙
草
：
南

瓜.
西
趴
®

の

耕

作

か

が

、

醸

造
.'
農

村

家

内

工

業

ハ

養 

:

乘.
製

絲..
製

織.:
製
麻
等)

.
等
が
展
開
す
る
こ
と
に
よ
？
て
、
業

生

勇
 

'
は
質
的
に♦
な
り
の
上
昇
を
み
る
結
果
と
な
.
り
、
農
村
は
こ
れ
が
：た
め
に
.い
ち

■
.1

:

九
.(

四
：六
三.)

-



じ
る
し
い変
質
を
は
じ
め
：る
に至
っ
た
デ

-

.

.

米=
稲
作
の
技
術
を
中
心
に
、各
種
農
作
物
の
狻
術
が
改
良
さ
れ
た
結
果
と

、
.' 

耕

地

面

積

そ

，の
も
の
が

.
治
水
技
術
の
進
歩
発
達
.
に.
と
も
な
い
拡
大
さ
れ
た
結̂
 

>
相
ま
っ
て
、
封
建
社
会
内
部
に
お
い
て
、
農
業
生
産
力
の
上
昇
を
み
た
の
.で 

あ
る
。
以
下
に
お
い
て
本
論
文
と
の
闋
係
上
新
田
開
発
に
よ
る
耕
地
面
積
拡
大 

の
側
面
は
省1
^〕

主
と
し
て員
^

双
f

良
を
通
じ
て
の
員̂

生
^

力

上
昇 

.
の
侧
面
を
や
や
詳
述
し
よ
.
ぅ
。.

-'

,
農
業
生
産
過
程
の
中
で
最
も
基
本
的
な
重
要
な
労
働
過
程
で
あ
る
耕
耘
は
、

梨
耕
に
よ
る
場
合
に
お
い
.
て
も
、「

S
が
ー
般
に
不
可
欠
で
あ
る
。
鍁
は
本
邦
. 

農
業
の
基
本
的
農
具
の
一

：

つ.
で
あ.
る
が
、
方
能
用
の
歡
は
前
代
に
比
し
進
歩
、
：
 

改
良
の
あ
と
が
い
ち
じ
る
じ■い
。'
主
に「

鍬」

の
用
途
に
よ
る
分
化
発
達
と
い
..  

ぅ
形
を
と
り
、
.「

荒
起
し」

用
と
し
'て
専
用
鍬
が
現
わ
れ
、
備
中
.
備
後
辺
の「

熊
、 

手
鈒」

が
関
東
そ
の
他
の
地
方
に
普
及
し
、

「

備
中
鍬」

(

刀
数
に
よ
り
兰
本
鍬
、
 

四
本
鍬
、
义
鏝
鍬
と
い
ゎ
れ
た

)

に
よ
っ
て
生̂

力
が
高
ま
っ
た
。

「
鋤」

の
利. 

用
は
深
耕
を
可
能
に
し
たP
畜
力
に
よ
る
耕
耘
は

r

犁」

に
よ
る
耕
起
と「
馬 

耙」

.
に
よ
る
代
搔
き
と
が
主
で
、
前
代
に
は
地
主
的
上
農
層
の
独
占
で
あ
っ
た 

が
、
漸
次
先
進
她
帯
で
は
中
農
の
手
に
普
及
し
た
。
し
か
し
序
馬
利
甩
は
依
然 

と
し
て
一
定
石
高
以
上
の
ー0?
#
豸
に
限
ら
れ
て
い
た
。
収
獲
用
具
と
し
て
の

. 

「

鎌」

は
禾
穀
収
獲
用
の
み
な
ら
ず
、
肥
料
用
、
•飼
料
用
、
.
柴
の
採
取
等
の
労> 

働
用
具
に
使
用
さ
れ
、
鍬
と
共
.
に
わ
が
国
農
具
の
基
本
の
.
一
つ
で
あ
る.0
鎌
.の 

普
及
に
よ
り
、「

根
刈」

が
唯
一
の
収
獲
法
と
な
り
、
そ
れ
と
共
に
脱
穀
i

を 

必
要
と
す
る
に
至
つ
た
。
縮
の
脱
穀

^_

は「

こ
く」

と
ぃ
ぅ

が||
で

ぁ

って
、

ニ
〇

(

四
六
四)

脱
穀
用
具
と'し
て
中
世
以
来「

扱
箸」

が
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
一

R

祿
期
頃
よ 

り「

稲
扱」

が
使
用
さ
れ
、「

〒
@」

と

呼
ば
れ
、
き
わ
め
て
能
率
的
で
、

「

後 

家
倒
し」

の
異
名
を
取
る
に
至
り、
' こ
れ
に
よ
る
と
旧
来
の
双
罾
の
作
業
能
率 

の
十
倍
以
上
を
可
能
と
し
た
。
調
整
過
程
の
中
脱
稃
の
作
業
は
旧
来
の

「

立
臼」 

「

立
杆」

の
方
法
よ
り「

磨
臼」

'、が
現
わ
れ
、「

木
臼.r

に
よ
る
磨
臼
が
一
般 

.
化
し
、
や
が
て「

土
臼」

に
よ
る「

か
ら
臼」

の
出
現
と
な
っ
た
。
選
別
作
業
は 

風
違
に.
よ
る
場
合
と
、
穀
粒
の-|<
い
さ
に
よ
る
場
合.と
が
あ
り
ハ1磐
は

！■筇J.  

よ
り「

唐
箕」

が
考
案
一
般
化
し
、■後
者
に
は
S

」
「

千«
罾」

「

万

石

罾

」

が 

発
明
一
般
化
し
、
き
わ
め
て
能
率
的
と
な
っ
た
"
こ
れ
ら
の
す
ぐ
れ
た
農
具
は 

;

全
国
的
に
流
布
し
、
.
.
全
国
的
に
生
産
水
準
を
高
め
る
結
果
と
な
っ
た
。

肥
料
で
あ
る
が
、
作
物
の
生
育
の
た
め
土
壌
中
よ
り
吸
贶
さ
れ
る
栄
養
分
は 

空
中
よ
り
の'炭
素
と
共
に
か
く
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
。
土
壌
中
の
養
分 

は
人
為
的
に
^
^
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
务
収
獲
や
連
作
を
可
能
と 

す
る
。.
と

く

に

わ

：が

.
国
農
業
の
中
心'で
あ
る
水
田"
稲
作
、
ニ
毛
作
の
出
鹽
日 

.
及
は
施
肥
を
不
可
欠
と
寸
る:°
そ
れ
故
施
肥
作
業
は
氷
田
農
業
を
同
一
耕
地
に 

年
々
継
続
し
て
行
ぅ
た
め
の
基
礎
条
件
で
あ
る
。
徳
川
期

.
に.
お
い
て
、
皿
肖
は 

ン
全
国
的
に
は
生
活
及
び
生
産
の
残
曆
、
山
野
の
#
^
葉
の.
灰
と
荊
敷
、
廐
肥
、 

人
糞
尿
、
等
の
い
わ
ゆ
る

「

自
給
肥
料」

が
ー
般
的
で
あ
っ.
て
、
初
期
ど
後
期 

,
に
お
い
て
い.
ち
じ
る
し
い
進
歩.は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
施
肥
方
法
に
は
か 

‘
な
り
の
改
良
が
み
ら
れ
、'速
効
性
肥
料
と
し
て
の
小
便
の
分
離
使
用
、
土
地
及 

び
作
物
に
よ
る
肥
料
の
罾1,

砠
肥
の
方
法
と
時
期
の
選̂
等
，に
改
良
の
努
カ 

.
が
み
ら
れ
た
。

十
七
世
紀
中
葉
か
ら
、

畿
内
地
方
お
よ
び
都
市
周
辺
の
農
村

に
、
都
市
人
ロ
に
対
す
る
販
売
を
目
的
.
と
す
る-「

商
品
生
産」

が
促
進
さ
れ
た 

が
、
そ
こ
に「

購
入
肥
料」

H「

金
肥
1—.
が
使
用
さ
扣
た
。
干
觸
、
油
糟
な
ど
が 

金
肥
の
中
心
で
あ
り
、
.
と
く
に
干
鰯
は
い
わ
し
漁
業
の
.
発
展
を
背
景
と
し
：、
江. 

戸*

大
阪
等
の
干
鰯
問
屋
の
手
を
通
じ
て
全
国
的
な
商

.
品
ルー

卜
に
の
り
、
棉
作 

や
蔬
菜
等
の
栽
培
に
は
金
肥
の
利
用
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
金
肥
，
 

は
益
ぐ
農
村
に
入
り
こ

.
■み
、農
業
経
済
に
大
な
る
変
化
を
与
え
る
に
い

.
た.
マ
た
：。.：
 

寄
虫
害
駆
除
法
と
し
て
は
旧
来
の
.「

虫
送
り」

：
に
対
し
、
.
後
期
に.
は
石
灰
、 

鯨
油
等
が
使
用
さ
れ
る
に
至
っ
た。
.
'::::' '

栽
培
さ
れ
る
農
作
物
の
種
類
は
い
•ち
じ
る
し
く
増
加
し
た
こ
と
は
前
述
の
ご 

と
く
で
あ
る
が
、
徳
川
期
の
初
頭
頃
の
様
相
を

.
示
す
と
思
わ
れ
る-,
清
良
記」

、
 

徳
川
中
期
の
元
祿
頃
灯
状
態
を
現
わ
す
と
思
わ
れ
る

「

農
業
全
書」

、
そ
れ
に 

徳
川
後
期
の
そ
れ
を
示
す
と
思
わ
れ
る
大
蔵
永
.常
や
佐
藤
信
淵
の
諸
著
作
に
現 

わ
れ
て
く
る
農
作
物
の
種
類
と
そ
の
耕
作
捷
術
と
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
書
を 

成
立
せ
し
め
た
地
方
的
差
異
を
考
慮
に
.
入
れ
た
場
合
に
お
い.て
も
、
い
ち
じ
る 

し
い
変
化
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
ぅ
。
馨

自

身

「

農
業
自
得|

に
つ
い
て
論 

述
し
た
時
、
そ
こ
に
現
わ
れ•
.
て
：い
.た
幾
つ
か
の
特
徴
あ
る
農
業
技
術
の
指
辋
を 

行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
都
分
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

•(

注.1
)

以
下
の
叙
述
は
、
井
九
晴
丸
著「

日
本
資
，本
主
義
の
発
展
と
農
業
及.

び
農
政j

に
お
ぅ
と
こ.
ろ
が
多
い
。

(

注
ニ)

貢
粗
の
中
心
で
あ
る
米
の
増
産
は
、
ま
ず
外
越
的
に
は
耕
地
面
積.
の 

拡
大
■の
結
果
で
あ
る
。.
新
田
開
発
は.
農
業
生
産
力
上
昇
の
一.
側
面
で.
あ

る

。

.

「

老
農」

形
成
の
蕋
盤
に
つ
いV

の
若
干
の
考
察
:

.
領
主.
の
民
政
の
，中
心
は
、
そ
れ
故
、
泳
の
支
配
を
通
,1
:
て
の
耕
地
拡
大
に
向 

け
ら
れ
た
。(

大
名
の
支
配
権
の
確
立
と
共
に
、
旧
來
の
荘
園
的
秩
序
下
に
お 

け
る
水
M
M
す
る
諸
種
の
惡
条
件
が
、
統
ニ
的
に
克
服
さ
れ
、穷
働
カ
支
配
、
 

.
:経
費
調
達.
の
ー
可
能
性
；
と

',あ.
：
い.
ま
1:
?て.、成
沉
な
大
土
木
工
事
.を完
遂
す
る
可 

•
能
性
/が
生
ま
れ
て
き
た
。
と
く
に
幕
府
権
力
の
確
立
は
一
.地
域
を
こ
え
た
大 

' .

な
る
地
域
に
わ
た
る

治
水
灌
漑
工
事
を
可
能
と
し
た
？
他
方
こ
れ
ら
の
大
土 

木
工
事
を
完
成
せ
し
め
'る
：た
め.
の.
土
木
技
術
、'.
治
水
技
術
が
，発
達
し
て
き 

，.
た
。
こ
れ
ら
が
一
体
とな

.'.

っ
て.
、•
肥
沃
な
る
大
河
川.
の
沿
岸
、
大
河
川
下
流 

v

の
丰
野
、
'犬
湖
沼
地
帯
の.
'水.
を
克
服
し
、
大
規
模
の
新
甶
開
発
と
な
っ
た
。
 

地
方
に
あ
ら
て
は
、
小
河
川
9
水
の
制
御
を
通
じ
て
、
無
数
の
新
田
開
発
が 

'進
め
ら
れ
た
0 
:こ
れ
ら
权
と
く
に
用.
•.
排
水
扰
術
が
従
来
の
水
車
の
外.
に
、. 

龍

，
骨

車

、

は
'
ね

つ

る
べ
、
.な
げ
つ
る

ベ
の
普
及
か
ら
、
新
し
い
踏
苹
の
出
現 

._

に
刺
戟
さ
れ
て.
進
'め
ら
れ
た
°,
新
0
開
^
|
故
水
工
事
の
た
め
の
現
実
の
負 

.
担
ぱ
夫
役
の.
形
に
し
ろ
、費
用
の
提
出
©-
形
に
し
ろ
、
耕
作
農
民
で
あ
っ
た
。
 

#
に
お
.ける
措
導
的
立
場
に
あ
づ
た
地
主

H
本
百
姓
層
の
上
層
農
民
の
丰
に 

よ
り
推
進
さ
れ
て
行
く
が
、
そ
'の：下に
あ
る

'
般
耕
作
農
民
の
負
担
は
非
常 

な
も
'の
で.
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
土
地
の
拡
大=

新
田
開
発
に
よ
る
農
業
生 

産
力
の
'上
昇
が
あ
っ
た
も
の
と

，©.
わ
れ
る
。
さ
ら
に
民
間
人
に
.よ
る
新
田
開 

一
発
の
，獎
励
を
通
じ
て
、
富
裕
な
大
町
人
の.
資
本
に
依
：存す
る
大
規
模
な
町
人 

:

'請
負
新
田
の

.
急
：激

:%
る
発
達
が
，知ら
れ
た
。
事
実
い
：かな
る
程
度
に
耕
地
面 

.

.
積
が
拡
大
さ
れ
た
か
4
敎
字
は
概
算
で
ぁ.
る
が
、
文
祿
慶
長
.期に
ほ
ぼ
一
五

◦
万
：町
歩
で.
あ
，
マ
た
も

の
が

、

.
徳
川
冲
期
頃
に
は
一
>
九
七
万
町
歩
と
な
つ

.

土
 

一

.
V
S 
六
五)



.^•.
紛
ニ
修
に
墙
加
し
ッ̂
ら
ね
地
祖
改
瑪
も
で
に
ぼ
ぼ
同
舞
度€>
増
加
が
：
 

'
み
ら
れ
た
と
い.
う
。.

(

注
一
一- :
''.
:.
'
拙

稿n

関
東
地
方
.：
 
一，

i

村
に
成
立
を
見
た
農
書

」

'.

'(「

ゴ
ー
田
学
会̂

i

」

‘第
四
九
卷
笫
：1'ー
号 V

:

づ 
'
y
y
r'-
:
:•.
.
.

.

.
'.-.
':
.
.
.

.

 
■

. 

. 

.

.

.

.- 

ツ

て
'

.

:

'

.

.
;
.

三

.

. 

.

.

.

■'.
•
^
:

時
代
に
お'
.
げ
る
農
業
生
産
カ
の
上
昇
を
主
体
的
に
促
進
し
、
そ
の
担
当 

者AJ

な
っ
た
人
々
は
誰
で
あ
っ
た
か
。
要
約
す
れ
ば
、
へ

^
下
の
一
一

1

者
が
あ
げ
ら 

れ
る
。-
第
一
は
平
和
裡_
に
自
已
の¥
她
支
配
を
行
い
、
へ
経
済
的
基
礎
め
確
立
を 

貝
的
と
し
た
と
こ.
ろ

の

支

配

者

に

よ

る

屢

馨
で

あ
.
り
、'.
第

一

一

は

農

馨

と 

'
.
い.
わ
れ'る
人

'々に
，よ

る

農

業

技

術

•
の
研
究
と
普
及.
で
あ
り
、
第
一

1.

一.は.
直
 ̂

,.
の
農
民
自
身
の
体
験
に«1
:
'-る
技
術
的
エ
夫
お'よ
び
そ
の
普
及
へ
の
嘮
カ
.で
あ
っ 

た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
三
者
が
相
瓦
に
無
関
係
に
作
用
し
た
も
の
で
は
な
く
、

相
M
fc
密
接
に
関
藤
し
あ
ら.て
生
産
力
上
畀
の
た
め
^
推
進
と
な
i

た

の

で

あ
 

る
？
さ
ら
に.
こ
れ
を
み
る
と
、
.
基
本
的
に
は
支
馨
た
る
大
各
が
、
農
民
よ
り 

貢
租
仅
奪
を
可
能
に
し
、
.
そ
の
確
保
強
化
の

た

め

の
上
よ
り.の
政
策
の
遂
行
で 

あ
り
、
他
方
下
か
ら
の
農
民'が
、
、
支13
者
の
収
奪
に
堪
え
る
と
.
と.
も
に
、
生
産 

.
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
自Q
を

靈

せ
•
ん
と
す
る
努
力
と
の
、
一
一
つ
の
力 

Vの
交
錯
、
結
合
、
争
闘
に•よ
っ
て
農
業
生
産
力
は
上
昇
せ
し
め
ら
れ
.た
と
い
い 

.
う.
る
。
以
下
に
お
い
て
、
主
と
し
て
第
一
'一、
第
三
に
焦
点
を
あ
わ
せ
、
要
点
を 

述
べ
よ
う
。
 

.
• :

第

-"
に
、
支
酿
者
の$

で
ぁ
る
が
'、
当
時
の
支
配
者
に
と
っ
て
農
民
か
ら .

の
年
貢
、

)

諸
種
の
雑
税
が
そ
の
主
な
る
収
入
源
で
あ
0'
た

が

、

l

i
s
 

ー
品
,4
;
貨

幣

経

済

の

鐘

、'

:

よ
る
貨
幣
支
出
の'类

、
' 家
臣
団
の 

-
維
持
、
参
勤
交
替
制
、
御
手
伝
濟
悬
等
：の
実
施
ね
と
%.
な
い
、
不
安
と
な
り
、 

危
機
的
様
相
を
呈
し
て
.
き
た
;0
領
主
は
こ
の
財
政
危
機
克
服
と
し
て
、
消
極
的 

に
は
翼
生
活
の
節
約
、
：

_

の
1
.̂

(

積
極
的
に
は
實
租
増
徴
、
新
田
開
発 

等.
に
よ
る
耕
地
面
積
の
拡
大'、
：
さ
ら
：に
時
代
の
推
移
と
共
にS
米
の
み
で
な
く 

さ
ら.
に
多
く
の
農
作
物
の
販
売
に
よ
る
取
益
増
加
を
企
図
し
て
行
っ
た

。
i
 

も
諸
蒲
も
共
に
勧
農
：に
非
常
な
努
力
を
払
っ
，た
。
■支
配
者
に
よ
る
勤
農
は
第
一 

に
農
民
に
勤
勉：.
' 
•儉
約
を
奨
励
す
るi
共
に
、
第
一
一
に
生
産
技
術
改
良
の
指
導
、 

.
新
作
物
の
紹
介
、
副
業
の
奨
励
、
、さ
ら
に
治
水

.
を
通
じ
て
の
新
田
開
発
、
土
地 

...改
良
整
備
の
督
励
の
一
一
方
面
に
向
け
ら
れ
る
。
：当
時
い
わ
ゆ
る

「

名
君」

と
し 

て
讚
美
さ
れ
た
人
：々

は->
か
か
る
®
辰
事
蹟
を
数
多
く
残
し
伝
え
た
も
の
で
あ
，
 

5l°r
こ
れ
ら
上
か
ら
す
る
勧
農
は
.

、
' 封
建
的
組
織
の
ヮ
ク
の
中
に
と
じ
こ
め
ら 

れ
、
実
施
は
強
制
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
い
ぅ
性
格
を
も
.っ
た
生
罾
罾
術
の
改 

良
で
あ
り
、
この

ホ

®

は

あ

く
ま

で
領
主
の
た
：め
の
勧
農
で
あ
り
、
領
主
財
政 

.
の
た.
め
で
：あ
マ
て
、
决
し
て
農
民
の
た
め
：の
勧
農
で
も
指
導
奨
励
で
も
な
か
っ 

た
。
そ
れ
故
に
農
民
に
農
を
勧
め
な
が
ら
、
同
時
に
他
面
種
々
な
る
側
面
に
対 

し
強
制
干
渉
を
加
え
た
。
ぞ
れ
ら
は
耕
作
強
制
を
意
味
す
る
も
の
、
勝
手
作
の 

禁
止
と
な
り
、

逆
に
申
せ
ば
特
定
作
物

(

支
配
者
の
指
定
し
た

)

の
植
付
強 

制
、
栽
培.
奨
励
と.
な
ら
て
現
わ
れ
る。

•

第
二
に
、
農
学
者
とい.

わ

れ

る

入

-々の
農
業
技
術
の
研
究
と
普
及
と
に
つい 

て
み
る
と
、
先
進
地
帯
の
技
術
がI

地
帯
に
：伝
え
ら
れ
、
さ
ら
に
各
地
各
様

.
の
、
そ
の
地
に
適
し
た
農
業
技
術
が
体
験
に
よ
.り
習
得
さ
れ
て
そ
れ
に
加
味
さ 

れ
、
農
業
生
産
力
の
上
昇
に
対
し
、
い
ち
じ
る
し
い
影
響
を
持
つ
に
至
っ
て
い 

る
。.
こ
の
点
に
関
し
て
は
す
で
に
私
_

身
若
.干
論
及
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る̂
一り 

全
国
的
に
普
及
し
た
農
書
の
外
に
、
各
地
に
農
書
が
つ
く
ら
れ
る
に
至
っ
た
。 

ま
ず
戦
国
期
以
降
、
..戦
国
大
名
の
成
立•
発

展

を

背

景

に

、
.
領

国

経

済

の

確

立 

を
目
標
と
し
て
、
大
各
等
の
支
聖
浯
.
よ
る
農
業
技
術
向
上
へ
の
関
心
の
高
ま
，
 

:

り
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
比
較
的
整
備
さ
れ
た
最
初
の
農
書
と
し
て

.
の「

猜
良
：
 

記」

■を
隹
み
出
し
た
。'初
期
本
豪
の
^
達
、
和
量
書
の
翻
訳
摂
取
？
さ
ら 

に
地
方
知
行
の
政
治
的
必
要
よ
り
発
生
し
、
や
が
て
そ
れ
が
知
識
ど
し
て
結
晶 

す
る
に
至
？
た
い
わ
ゆ
る

「

地
方
書」

の
成
立
、：
等
を
背
景
と
し
て
宮
崎
安
貞
. 

の.「

農

塞

書」
(

元
祿
九
年
丨
十%.)

が
完
成
し
た0
わ
が
国
農
学
の
最
高
■知 

識
と
し
て
、.
そ
れ
^
後
に
お
け
る
農
業
技
術
の
発
達
に
い
ち
じ
る
し
い
影
響
を 

..も
っ
；て
：い
る
。
農
塞
書
に
影
響
さ
れ
な
が
ら
、.#
地

.の

具
体

的

な
技

術
と

体 

:

験
と
が
加'味
さ
れ
た
農
書
の.輩
出
と
な>
:

た
。
幕
末
に
至
る■と
、
す
で
に
展
開 

を
は

:1
;

め
た
商
品
作
物
の.生
産
を
宴
と
し
て
成
立
を
.み
た
大
蔵
永
常
の
諸
著 

作

や

、
佐

藤

信

淵

の

諸

奪

と

く

に

へ

「

蒙

六

部

耕

種

法

」
「

農

政

本

亂

」

が
示 

，
し
た
と
こ
^
の

農

業

技

術

は

か

が

り

^

囲̂
に
国
内
に
流
布
ざ
れ
、
:
明
治
期
に
.：

;.

お
い
て
西
洋
農
导
が
導
入
さ
れ
る
ま

^

.

否
部
分
的
に
は
そ
れ
以
街
に
お
：い
て 

:
も
あ
る
程
度
の
直
劳
を
示
し
て
い
た
。
：：：

..-
:
;

す
マ.
に
若
中
の
指
摘
あ
るI

、

農

書

の

中

に

ふ

く

ま

れ

て

い

る

：(

農

證

ー
 

.
書

が

も2
:

つ
0
侧

面

で

あ

る

が

)

，
蘭

籍

の

議

枕

、
.
必

ず

丄

も

旧

来

の

-. 

..憤

な

伝

:̂
§
技
術.
に
対
し.
変
革
的
な
影
響
を
与
え
て
い
な
い
。
：

 
' 一
部
儒
者.

「

老
農」

形
成
の
基
盤
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
.

が
論
述
し
た
農
業
知
識
は
中
国
農
書
や
本
草
書
の
紹
介
.
編
輯
と
い
う
特
質
を 

.
も
ち
、
佐
藤
信
淵
の
諸
著
作
は
、
全
般
的
に
み
る
な
ら
ば
中
国
農
書
の
知
識
、 

本.

1
書
の
知
識
を
体
系
的
に
整
備
し
た
も
の
の
側
面
が
強
く
、
そ
れ
以
後
の 

農
学
や
農
書
に
対
し
，、
：_

来

の

震

的

考

ぇ

方

ゼ

士

一

分
に
枇
判
し
う
る
に
至 

ら
な
が
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
、
大
蔵
永
席
の
諸
暮
作
は
、
佐
藤
信
淵
の
諸
著
作 

，に
み
ら
れ
る
傾
向
と
は
い
ち
じ
る'し.
く
性
格
を
異
に
，し
た
，も
の
が
み
ら
れ
る
。 

む
し
ろ
第
三
の
農
民
自
身
に
よ
る
農
業
技
術
の
把
握
と
そ
の
本
質
を
相
同
じ
く 

す
る
性
格
を
有
し
て
い
た
。
そ
こ
に'は
、
自
B
の
農
業
経
験
や
他
の
農
家
の
営 

::

む
農
業
の
観
察
の
結
果
整
理
し
、
在
地
の
技
術
を
深
く
洞
察
し
、

一

部
新
来
の 

:.
オ
ラ
ン
ダ
流
の
自i

学
的
知
識
を
も
吸
収
し
、
旧
来
の
：

1H
； !

的

^

^

識

を

批 

判
し
つ.
つ
、
独
自
の
知
識
と
、
.
そ
れ
^ ;
基
ぐ
技
術
は
、
明1
刖
期
の
老
農
家
の
知 

'
識
と
技
術
に
継
承''
§
れ
て
行
っ
た
。
い
わ
ば
.
こ
れ
ら
の
讳
識
に
、
.老
農
家
の
知 

識
の
地
盤
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
い
い
え
よ
う
？
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ 

ら.
の

知

識

.
技

術

は

主

と
し
：て
農
民
め
.間

に

断

片

的

に

流

ポ

し
、必
ず
し
も
一
つ 

:
の
体
系
に
ま
で
完
成
さ
れ
.
て
継
承
ざ
れ
だ
か
っ
，
た

？

そ
；の

た

め

明

治

期

に

於

て 

;:

わ
が
：
1
*
学

：の

出

発

点

と

な

.
り.
え
众
か
っ
た
ど
と
が
指
摘
ざ
れ
る
で
あ%55
。

:
.:
:
«
1
E
、
ン
農
民
自
身
の
掛
楸
的
工
夫
：で
あ
る
が
、

.
各
地
に
お
け
る
苜
然
的, 

■
地
理
的
諸
条
件
や
歴
史
的
諸
条
件
の
相
違
に
も
と
，つ
ぎ
、
.そ
の
地
の
農
業
技
術 

の
改
良H

決
及
^.|

日
及
の
仕
事
が
、:'-
第

二
';
^
^.
学

者

に

：
上

る

農

書

の

成

立

及

び 

そ
，の

普

及̂
密
接
^
結
び
つ
き
な
が
ら
、
実
践
的
要
求
に
応
じ
な
が
ら
進
め
ら 

:

れ
て
い
た
々
そ
：の
：̂0
1
し.
て
筆
者
が
田
堂
蔑
の
一.:
:「 P

B
E

得
1-
を

論

じ

.た 

^
合
、'
そ
と.
に
：い
か
に
し
て
農
塞
書
の
：
1._
般

的

知

識

が

、

こ
の
地
方
の
.特

殊 

"
:
' 

.

11
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な
具
体
的
な
要
請
に
郞
痧
し
て
、
形
成
さ
れ
る
に
至

.
っ
た.
か
，を.
み
て
き
た0
そ
：
 

U

に
見
ら
れ
る
農
業
技
術

=

知
識
挹
握
の
態
度
は
、'農
業

全

書

：が
も
フ

て

い

.る 

他
の
一
'側
面
で.
あ
る
現
実
農
業
の
観
察
、'農
業

経

験

.の

意

識

的

な

整

理

に

つ

な 

が
る
も
の
で
あ
っ
て
、k.
れ
ら
の
霍
の
中
に
、
さ
ら
に
実
徽
的
態
度
が
不
十 

分
な
が
ら
み
ら
れ
つ
つ
：、
自
己
：の
農
業
経
験
の
中
よ
り
、
新
し
；い
も
の
を
引
き 

出
し
う
る
動
き
を
見
出
し
う
る
の
：で
あ
る
。

.
：
こ
れ
ら
.の
知
識
は
必
ず
し
も
盤
備 

さ
れ
て
著
書.
と
し
て
の.
形

式

を

備

え

る

に
^
っ
て

い

な

い

が

、
，
そ

の

後

.の

技

術 

-
=
知
識
の
発
展
に
い
ち
じ
る
し
い
影
響
を
与
え
、
明
治
期
の
，

「

老
農」

と
い
わ 

.
れ
る
人
々'の
.
活

躐

の

地

盤

を

形

成

し

た

も

の

と

い

い
え
よ
う
。
そ
の
㈱
^

「

畑 

作

地

帯.で
は
主
と
し
て
作
物
の
作
付
順̂
の
慣
抒
的
体
系
を
生
み
、：
稲
作
の
場 

合
に
は
品
種
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
'.
新
品
種
篼
見
.

.

新
品
種
導
入
の
機
会
を 

生
む」

に
至
り
、

「

こ
の̂

う
な
態̂

が̂
^

化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

、明
治
初 

期
の
徽
農
層
出
現
の
地
盤
が
用
意
さ
れ
た
の
で̂

f
と
，。：：

し
か
し
な
が
ら、'
 

大
蔵
永
常
の.
場

合

：に

も
い

.
わ
れ
石.
ご
■.と
く
、
こ
こ.で
も

そ

れ

が

反

省
^
れ
た
'一' 

つ
の
知
識
体
系
にま
：で
盤傭
さ
れ
ず
、
個

.々
の
知
識
^
し
て
、
個
人
的
経
験
と 

密
接
不
可
分
と
な
っ
て
、
ロ
よ
り
ロ

へ、

.申
よ
り
手
ベ
、
慣
行
的
な
習
得
方
法'
 

を
通

じ

て

普

及

さ

れ

る

と

'
い

う
形
を

取
.っ
た
た.め.
に
、
明
治
期
の
農
学
発
達
の 

1

つ
の
基
盤
と
は■な
り
え
た
が
、
明
白
な
る
出
発
点
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
こ 

と
.が
词
様
に
指
摘
さ
れ
る
.と
こ
ろ
で
あ
る
0

，
' 

: 

’

.

何

故

，こ

れ

ら

の

技

術

"
知
識
が
一.
つ
：の
知
識
体
系
に
ま
で
整
備
さ
れ
る
に
至 

ら
な4

っ
た
か
。
基
本
的
に
は
わ
が
国
農
業
生
産
の
構
造
と
そ
の
発
展
の
特
質 

钇
帰
因
す
る
。
徳
川
中
期
以
降
幕
末
に
.
か
：け
て
展
開
を
み
た
農
業
に
お
け
る
発

:

ニ

四
'(

PH
六
八)

.
展
の
特
質
に
も
：と
づ
く
。

「

農
民
の
手
に
よ
る
商
品
生
産
が
順
調
に
発
達
し
て
、 

企
業
的
な
農
業
を
生
む
こ
と
に
な
ら
な
い
：で
、
農
業
発
展
の
結
果
が
幕
末
よ
り 

急
速
'に
発

展

ム

た

地

主

層

の

：宇

.
に
吸
収
さ
れ
た
、
農
業
発
展
の
動
向
に
も
と
づ

<

注
八) .
.

,
く

も

の

：で
.
あ
る」

。
，.す
な
わ
ち
、
.こ
の
時
期
に
お
け
る
農
業
技
術
発
展
の
担
当
者 

.
の
性
格•に
つ.
い

て

考

究

す

：る

場

合

に

「

農

業

自

得

」

の

著

者

が

、
農

業

技

術

発 

展
の
担
当
者
と
し
て
、

「

名
主
長
百
姓
な
ど
謹
し
て
其
所
の
寒
暖
の
連
速
と
、 

:
地
の
理
を
考
え
、
其
里
々
の
定
法
を
能
定
め
、
末
々
の

.
百
姓
へ
習
はt

f
s

」 

と
一
い
い
、
耕
作
帳
に
関
し
、

「

小
百
姓
は
記
置
こ
と
な
り
か
ね
る
入
も
あ
る
.、ベ 

..
け
れ
ど
も
、
.
其
人
は
田
畑.
も
少
き
故
六
七
年
は
覚
居
る
も
の
な
れ
ど
も
、
ナ
作 

人
亦
枕
長
た
る
入.は
能
記
し
置
て
、
.
旧
地
恐
地
を
試
み
末
々
の
百
姓
べ
能
々
論

(

注.1  
9

.
'

す
べ.
し」

と
い
''っ
て
い
る
と
こ
ろ
拟
、
村
々
に
お
け
る

「

名

主.
長
百
姓.

大 

作

人
•
長
た
る
人」

を
し
て
：指
導
者
と
し
、
‘
そ
れ
：に
よ
る
農
業
技
術
の
展
開
を
. 

:
考
え.V

い
る
：こ

と

は

ま

こ

と

に

教

訓

的

：で

.
あ
る
。
こ
れ
ら.
の
人
々
は
、
後
に
篤 

農

.-
:
:老
廣
と
：い
わ
れ
る
人
夂
に
つ
な
が
る
性
格
を
持
？
て
い
る
。

.

農
民
は'封
建
的
諸
負
担
か
重
圧
と
、
商
品
貨
幣
経
济
に
広
机
に
ま
き
こ
ま
れ 

る
こ
と
に
よ
っ
て
> 

農
村
内
部
に
は
げ
し
い
貧
富
の
懸
隔
を
惹
起
す
る
結
果
と 

な
っ
た
。
.
こ
の
関
係
の
展
開
は
旺
来
の
社
会
に
は
存
在
し
な
：か
っ
た
も
の
を
そ 

の
中
に
ふ
く
み
つ
つあ
ら
た
。
そ
の
一
方
は
端
緒
的
で
はあ
る
が
資
本
的
富
に 

:
つ
な
が
る
性
格
を
ふ

V

み
、
他
方
に
は
そ
の.対
極
と
し
て
の
賃
労
働
の
端
緒
に 

つ
な
、が
る
も
の
を
ふ
く
む
、
こ
の
.
新
し
い
関
係
の
展
開
は
、
萠
芽
的
で
潜
在
的 

.
で
は
あ
る
が
、
本
質
的
に
は
封
建
制
度
と
相
容
れ
ぬ
も
の
、
封
建
的
関
係
を
土 

"台
よ
り
掘
り崩
さ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
を
：生
み
出
し
て
い
た
，。
1
し
か
し
な
が
ら

そ
の
成
長
は
は
な
は
だ
し
く
未
熟
で
、
ゆ
が
め
ら
れ
、
富
裕
な
農
民
と
貧
困
な 

農
民
と
は
、
事

実

士

地

主•.
小
作
関
係
と
し
て
展
閧
す
、る
結
果
に
終
っ
た
の
で 

あ
る
。
直
接
生
産
者
と
封
建
領
主
の
年
貢
収
得
関
係
の
間
に
、
こ
の
年
貢
の
中 

間
取
前
を
要
求
す
る
層
が
形
成
さ
れ
て
き
た
？
こ
の
こ
と
が
.可
能
で
あ
る
た
め 

に
は.
、
前
述
せ
る
ご
と
き
、
領
主
に
ょ
る
収
奪
の
強
化
に
対
抗
し
つ

.0
、
農
業 

生
産
力.
の
上
昇
が
あ
っ
た
。
ぃ
ま
畠
カ
の
た
か
ま
り
が
、
実
は
地
主

.
小
，
関
係 

の
成
立
を
可
能
な
ら
し
め
た
基
礎
で
あ
っ
た
。
か
く
て
、

.
富
裕
な
農
民
は
、
地 

主
化
の
方
向
を
押
し
進
め
た
。
し
か
し
、
す
べ
て
が
完
全

.
に
寄
生
化
し
、
地
主 

と
な
り
、
農
業
経
営
か
ら
分
離
し
た
の
で
は
な
い
。
寄
生
地
主
化
す
る
.た
め
に 

は
、
■か
な
り
の
土
地
集
積
を
必
要
と
し
、
そ
こ
ま
で
展
開
し
え
な
い
，場
合
は
、 

そ
れ
相
応
の「

手
作」

地
を
残
し
て
、
.
農
業
経
営
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。
地 

主
の
侧
面
を
持
ち
な
が
ら
、
•
農
業
経
営
を
、
さ
ら
に
は
農
村
家
内
工
業
経
営
の 

側
面
を
維
持
し
、
農
村
に
有
力
な
る
地
位
を
確
立
し
て
行
っ
た
。
こ
の
ょ
ぅ
な 

農
民
が
次
か
ら
次
へ
と
抬
頭
し
、
彼
等
亦
実
は
幕
末
ょ
り
維
新
に
か
け
て
、
重 

要
な
る
役
割
を
演
じ
た
人
々
で
あ
る
。

「

農
業
自
得」

の
著
者
が
農
業
技
術
発
達 

.
の
担
当
者
と
し
て
期
待
し
た
と
こ
ろ
の

「

名

主
•
長
百
姓•
大
作
人•
長
た
る
人」 

に
つ
な
が
る <

 
々
で
あ
っ
て
、̂

川
巾_

双_

の
員
| |
^
1
員
の
担
い
手
で 

あ>

 
た
と
思
わ
れ
、
彼
等
の
持
づ
社
会
経
済
的
特
質
が
、
彼
等
が
何
を
考
え
、 

何
を
求
め
て
い
た
か
を
決
定
し
、
そ
れ
が
さ
ら
に
農
^
技
術
発
®

の
様
相
を
特 

微
づ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
在
郷
の
富
裕
な
農
民
の
現
実
：の
姿
ば
き
わ
め 

て
複
雑
で
、
農
業
経
営
者
で
知
り
、
農i

働
の
藤
傭
者
で
あ
り
、
作
得
米
の
. 

収
得
者
と
し
て
の
地
主
で
あ
り
、
商
人
を
兼
ね
、

.
高
利
貸
を
兼
ね
、
さ
ら
に
処

「

老
農」

形
成
：の
基
盤
に
つ
い
て
の
若
干
.
の
考
察
' 

.

に
よ
っ
て
は
醸
造
，
搾

油.
製

糸
•
製

織

•
製
紙
等
の
農
村
工
業
主
で
も
あ
っ 

た
。
彼
等
の
発
展
の
方
向
に
は
.
封
建
的•
地
主
的
側
面
と
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的 

側
面
の
ニ
側
面
が
あ
り
、
彼
等
は
地
主
を
兼
ね
つ
つ
、
，農
業
経
営
を
捨
て
ず
、 

同
時
に
商
人.
高
利
資
电
営
涔
、

」

時
と
し
て
農
村
エ
業
を
経
営
す
る
と
い
う
複 

雑
な
存
在
形
態
を
も
っ
た
農
村
の
富
裕
層
で
あ
っ
て
、
、一
般
に

「
員
員」

と
呼 

ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
-
幕
末
に
至
る
に
つ
れ
て
、
豪
農
の
持
つ
ー
一
側
面
の
う
ち
、. 

封
建
的•
，地
主
的
側
面
が
、
領
主
体
制
の
危
機
下
に
あ
っ
て
、
そ
の
封
建
反
動 

を
う
け
つ
つ
、
.
強
調
さ
れ
た
。
他
方
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
側
面
は
存
在
し
な
が 

ら
C

種
々
な
る
障
害
に
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
罾
員
は
お
^
め

•
地
主
的
側 

面
に
そ
の
生
活
の
根
拠
を
よ
り
多
く
置
く
必
要
に
せ
ま
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
^
は
、
新
し
い_

ぬ
^
罾
の
s
o

担
当
者
と
の
関
連
に
お
い
て
一
層
促 

進
さ
れ
る
結
果
と
な
 >

 
た
。
そ
し
て
、
.豪
農
の
持
つ
封
建
的
.
地
主
的
側
面
が 

い
ち
じ
る
し
く
展
開
し
た
結
果
、

.
日
本
農
i

造
の
母
型
が
形
成
さ
れ
て
行
っ 

た
。
か
か
る
歴
史
の
進
展
の
中
で
、

.
篤

農

*
老
農
と
い
わ
れ
る
人
々
を
生
み
出 

し
て
く
る
の
で
あ
っ
注Y
C
彼
等
は.
豪
農
の
、持
っ
て
い
る
封
建
的
.

%
a£
to
f l
l
面 

を
よ
り
拡
大
し
て
持
ち
、
最
も
い
ち
じ
る
し
い
場
合
に
は
、
ゆ
が
め
ら
れ
た
形 

を
と
っ.
て
現
わ
れ
て.
き
た
の
で
：あ
る
。
そ
こ
に
は
旧
来
の
慣
行
的

•

伝
統
的
な 

農
業
生
産
よ
り
の
解
放
は
無
い
。

.
そ
こ
に
行
わ
れ
る
農
業
技
罾
も
、
.そ
れ
を
支 

え
る
精
神
も
、
共
に
、
曲
辰
業
生
産
そ
れ

.
自
体
の
、性
格
を
反
映
し
、
そ
れ
に
制
約

さ

れ

て

い

る

。

.
〜

.

.
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■ 

" 

.
■
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将
軍
中
で
は
ん
代
吉
宗
、
諸
侯
中
.
で
は
、
会
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の
保
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岡
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の
：池
田
光
政
、
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‘米
沢
の
上
杉
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.

熊
本
の
細
川
重
賢
等
が
著
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で
あ
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注
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(

ー
ー
三.七
肓)

:
:

(

注
五)

'..
拙
稿「

関
東
地
方
一.
農
村
に
成
立
を
見
た
：農
書

」 (「

三E

学
会.
雑
誌」

第
四
九
卷
笫
ニ
号)  

:

(

注
六〉

古
島
敏
雄
、
前
掲
論
文
、
三
二
六
頁0

(

注
七)

古
島
敏
雄
、
同

■

パ
三
ニ
六
頁
。

.-
,

:
0
注
八)

:'
古
島
敏
雄
、
.
.
同
.

.

三.
ニ
七
頁
。

(

注

九
• 

5)

拙

稿「

関
東
地
方
ー
農
村
に
成
立
を
見
た
農
書

」

0
1ー
田
学 

'会
雑
誌」

第
四.
九
卷
第
二.
号
一
七
頁)

(

注
一
，一

) .

各
地
に
発
生
：し
た
老
農
の
経
摩
を
み
る
と
、
彼
等
の
タ
ク
く
が
い
ず 

:
れ
も
そ
の
地
方
の
豪
農
.
地
主，
村
役(

名
主
1
庄
屋
，
組
頭)
等
の
出
身 

で
あ
る
。
大
西
伍
一
著

「

日
本
老
農
伝」

ゃ
桜
并
東
雄
著r

日
本
資
本
主
義1- 

等
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
整
理
し
、
若
干
著
名
な
も
の
の
み
を
記
す
。

0
秋
田
0
石
川
理
紀
之
助 
'

「

旧
家
、
小
泉
地
方
を
拓
い
：た
と
い
は
れ
る
由
緒

. 

，あ
る
家
柄
で
あ
り
、
佐
竹
侯が
双
田
に
封
ぜ
ら
れて
か
ら
は
屢
々
金
榖
を 

献
上
し
て
、'天
保
年
間
士
籍
に.列
せ
ら
れ
た
豪
農
で
あ
る

」
(「

日
本
老
農
： 

伝」

一
〇
九
頁)

•

0
群
馬
の
船
津
伝
次
平

f

先
祖
は
武
田
氏
の
家
臣
、
■世
々
農
を
以
て
暮
し
を 

立
て
で
来
た
、
土
地
の豪
農」

.

•

.

'.
ベ
.
：

:

,

ニ 
六
.
.(

四
七
0)

.、

.
〇
静
岡
の.
岡
甶
佐
平
诒T  
土
地.
の
豪
農」

.

.
〇
神
奈
川
の'

U

宮
尊

徳「

東
柏
山
の
民
率
の
中
に
、
間
口
八
間
-
奥
行
三
間 

半
、
総
櫸.
造
り
の

一
農
家
の
出
身」 .(「

日
本
老
農
伝」

三
九
四
頁)

•

0
出
雲
の
大
梶
七
反
衡.「

家
産
<
十
町
歩
の
豪
農」

.

o
石
見.
の
：岩
谷
九
十
老f.  
ニ
千
俵
の
小
作
米
を
納
め
た
豪
農
総
年
寄

」

::〇

静
岡
め
金
原
明
善「

田
地.
七
十
町
歩
、
金
貸
、
質
屋
、
酒
造
業
を
兼
ね
る 

,

■人
に
生
る J 

、
 

.
'
.

 

‘

.

:'.

'〇
尊
徳
の
門
人
、
相
州
の
福
住
正
.
兄
、
遠
江
の
岡田
良
一
郎
、
相
州
片
岡
の 

:
'
犬
沢
市
右
衛
門
等'

「

土
地
の
大
庄
屋
、
名
主
の
家
柄

」

〇
森
川
源
三
郎「

旧
藩
士
',-
.

0_
半
谷
清
寿「

天
明
時
代
か
ら
郷
村
事
務
に
関
係
ぁ
る
旧
家
、
五
町
歩
余
の 

:

田
地
を
所
有
し
、
.
領
内
第
二
の
大
矶
ま
で
ぁ
っ
た

」

ハ「

日
本
老
農
伝」

ニ

,

〇
九
頁)

.

〇
林
遠
里T

藩
士
、
地
方
の
豪
農
大
地
主
の
出
身

」

.

四

「

老
農」

と
呼
ば
れ
る
人
々
は
単
な
る
農
界
偉
人
、
農

壽

功

者

、
技
術
習
得 

者
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は

1

種
の
精
神
的
要
素
の
存
在
が
必
要
であ
る
こ
と
を 

す
で
に
述
べ
た
の
であ
る
が
、
精

神

的

側

面

に

つ

.い

て

そ

の

持

つ

性

格

を

み
る 

と
、，
：そ

の

精

藤

造

は「

勤

*
儉
.
譲」

の
三
徳
を
も
っ
て
要
約
で
き
る
？ 

.「

封

建

主

義

に

迎

合

し

て

一

撲

運

動

に

反

対

し

、

£>
.
た

す

ら

勤

禱

励

ー

途

を
 

念
願
す
る」

精
神
で
あ
る
。
玄
ず「

勤」

で
あ
る
が
、
き
わ
め
て
零
細
な
土
地

.
の
上
に
、

自
家
労
働
を
完
全
に
燃
焼
し
、

労
働
集
約
的
な
作
業
に
よ
っ
て
の 

み
、
収
獲
を
約
束
さ
れ
る
わ
が
国
農
業
、
と
く
に
水
印

=

稲
作
や
集
約
的
な
労 

.
働
を
必
要
と.
す
る
畑
作
が
生̂-
出
し
て.
ぎ
た
徳
目
で
あ
る
。
.夜
半
午
前
一
時
半 

に
起
床
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
秋
田
の
老
農
、
石
川
理
紀
之
助
が
唱
導
し
た
農
村 

復
興
の
眼
目
が「

勤
し
へ
ヒ
あ
っ
た
へ

一

人
石
川
翁
に
限
る
こ.
と
な
く
、
い
ず
れ 

の
老
農
も
は
げ
し
い
労
働
を
要
求U
て
い
る
。
し
か
し
、
農
村
に̂€

的
風
潮
： 

が
入
り
、
谪
品
、
.
貨
篇
済
の

影

響.
が
莫
と
な
る
に
つ
れ
て、
：::-
1
略
農
民
は 

必
要
以
上
の
：

「

勤」

.
に
つ
い
て
、
：
無
意
識
な
が
ら
抵
抗
を
示
し
て
い
だ
。

':
農
作 

業
に
従
事
す
る.
こ.
と.
に
よ.
？.
て
、..
報
い.
ら
れ
る
こ.
と

が

あ

ま

り

^
.
も

少

な

い

ヵ 

ら
で
あ
る
。
—

外
に
そ
の
生
活
の
資
が
得
ら
れ
る
機
会
の
あ
る
場
合
に
あ
っ 

て
は1

■
㈣
し
い
■
fp,

む
対
し
て
抵
抗
を
感
じ
て
く
る
。
事
情
が
か
く
の
ご 

と
ぐ.
な
る
と
、
!0
^
の
#
業
生
藤
を
維
持
し
、
封
建
的
関
係
を
温
存
す
る
た
め 

に
は
、
農
の
尊.
い
こ
と
を
唱
導
す
る
と
共
に
、
激t .
い
^
働
を
■

し
、
そ
れ
■
 

を
第
一
の
徳
目
に
あ
げ
る
に
至
？
た
.
の
で
あ
る
。
こ
-■

©
方
向
は
労
働
生
産
性
を 

向
上
せ
ん
と
ず
る
西i.

の

農

業

技

術

の

発

展

の

方

向

と

は

：ま

さ

に

逆

：の
方
向 

で
あ
る
。
第

二

に「

ぬ」

で
あ
る
が
、
農
村
が
漸
次
華
美
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ

. 

と
に
対
す
る
批
判
と
瞥
告
に
つ

(

い
て
は
、
す
で
に
若
干
論
じ
穴
と
こ
ろ
で
あ
る 

〔 I
、

自
給
自
足
経
済
を
建
前
と
す
：る
農# .
に
、_

上
り
あ
：た
ら
し
い
生
活
様 

式
と
生
活
必
需
品
、
嗜
好
品
が
導
ス
さ
れ
る
こ
と
に

.
よ
っ
て
、
.
旧
来
の
秩
序
が. 

急
速
に
崩
壊
を
は
じ
め
る
。
そ
こ
.
で
農
民
生
活
の
奢
侈
化
を
阻
止
し
、

.
農
村
生
'
 

.
活
の
崩
壊
を
喰
止
め.る
た
め
の
努
力
が
必
要
と
さ■
る

。
積
極
的
に
一
貨
幣
獲
得

L . '
 

. 

- ■
 

.

'.
■: .

■
.

.

.

.

, 
く

.....

「

老
農」

形
成
の
基
盤
に
つ
い
て
の
若
子
め
考
察
.

へ
，の
道
を
と
ざ
さ
れ
て
い
る

.

農
村
に
お
い
て
は
、
必
然
的
に
，

「

儉
L -
.
の
徳
目
が 

要
求
さ
れ
て
く
る
。
さ
ら
に

「

譲」

で.

あ
る
が
、
封
建
社
会
を
破
壊
す
る
行
動 

と.

し
て
の
、
西
姓
ー
揆
の
発
生
に
際
し
、
若
農
を
し
て
そ
の
反
対
.の
方
向
に
向 

•:
;

わ
し
め
た
。
豪
農
，
地
、

免
尤
あ
る
彼
等
は
、
'
一
摸
徒
党
強
訴
打
毀
等
の
農 

.

■

民
の
反
抗
運
動
を
極
度
に
お
そ
れ
、
常
に
農
民

.

に
対
し
、
平
和
的
手
段
に
訴
え 

，る
こ
と
を
説
き
、
勸
農
殖
産
的
方
策
を
も
つ
て
対
疮
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
徳 

.

自
は
す.

で̂

徳
川̂

^

よ
り
な
ん
ら
か
の
形
で
説
か
れ
て
き
た
と
こ
.ろ
で
あ 

り
、
儒
者
ネ0

れ
を
說
き
、'農
書
の
著
作
者
の
ぅ
ち
本
来
の
農
業
技
術
の
側
面 

,
;
よ
り
、
農
民
道
徳
の

.

徳
目
を
説
ぐ.

こ.

と..

が
漸
次
そ.

.

の
多
き
を
加
え
る.

こ
と
■に
よ 

,

っ
て
、
，老
農
の
精«

の
：基
盤
と̂:
'

々
も
の
ー
が
、
農
村
の
荒
廃
、
そ
の
更
生
が
封 

建
的.

，
地
主
的
コ.'-

1

ス
に
よ
？
で
進
め
ら
れ
る
と

.

い
ぅ
こ
と
を.

背
景
と
し
て、

1 

:

形
成
さ.

れ
で.

い
だ
の
で
あ
る
。

:
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昭
和
三
ニ
ー
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注

十)

桉

井

武

雄

著
： .「

日
本
農
本
在
義j.  

I

七
頁
'0
'

“.(

注
一
，一

〕

.
1

.「

近
世
後
期
に
おけ
る
農
書
と
物
価」

，
ハ

「

H
田
学
会
雑
誌」

索 

.:
五
'0
卷
第
三
号)

：.

.

•
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附
記】

本
論
文
は
昭
和
三
十
一
：年
四
月
に
行
っ

.
た

講

演

.の

要

旨

に

加

筆

し

た

も
：の
で
あ
る
。..
こ
の
'研
究
は
昭
和.W

十 
ー
. ¥
'
度

後

期

慶

応

義

熟

学

事

振

興

資 

金
^
よ
る
成
,̂s

;l,

端
で
：あ
る
':
0
: 

'
■.

■-

ニ

七.
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四

七

：
一
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